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現在、世界規模での地球温暖化対策の意識の高まりから、白熱電球や蛍光灯の代替照明として、

発光ダイオード（LED：Light Emitting Diodes）による照明が脚光を浴びている。LED の特徴

として長寿命、高発光効率、紫外線を含まないことなどが挙げられ、LED 照明を用いることで省

エネルギー化を図ることができるとされている。現在の白色 LED 照明の主流は、青色 LED と黄

色に発光する蛍光体を組み合わせて表現されているものである。しかし、これらの白色 LED 光の

中には、青色残光も含まれ、これによって松果体で生成される生体ホルモンのメラトニン分泌の

抑制を起こすことが知られている。ヒトにおいてメラトニンの濃度は、昼に低く、夜に高いとい 
う「概日リズム（体内時計）」を示し、睡眠、

生体リズムと深く関連しているため、これ

からの本格的な普及を前に新しい照明がヒ

トに対してどのような影響を及ぼすか基礎

的な検証が必要である。 
このような背景を踏まえ本研究では

LED 照明パネルを試作し、このパネルで、

異なる色（赤・緑・青・白色・電球色）を

発光、ヒトに照射し、メラトニン分泌に及

ぼす影響についての基礎的検討を行った。

実験では、健康なヒトに 45 分間 LED 照明 
パネル光を照射し、その照射前後の唾液を採取し、メラトニン分泌量を分析した。この結果、青

色光照射時がほかの色と比べ、大きくメラトニン分泌量が減少していることが確認された。メラ

トニンは生体ホルモンであるため、時間帯、個体差などによってばらつきはあるが、それぞれの

サンプル数を充分に確保し、メラトニンホルモンの分泌動向を詳しく調査、解析、解明すること

によって、生体リズムを整える新しい概念の照明システム構築の可能性が期待できるものである。 
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